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要　旨
　｢ 身体感覚活性化マザークラス ｣ の普及に向け行った，第 3 回「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス」
医療者向けセミナーの概要と実施状況を記述するとともに，セミナー後に実施したアンケート結果をもとに評
価し，今後のセミナー企画・開催の指標を明らかにすることを目的とする．
　参加者 98 名を対象に，質問紙調査を行った．質問紙の回収率は 89.8％であり，以下のような結果が得られた．
１ ．セミナー参加動機として，「興味・関心」35 名（46.7%），「マザークラス変革のため」28 名（37.3%）の二
つが上位を占め，日ごろのマザークラス運営には，7 割以上の者が困難や悩みを感じている．
２ ．マザークラス体験では，77 名（87.5％）が満足し，気功では「温かさを感じた」，「リラックスした，気持
ちよかった」，その他の体験では，「命のつながり，感謝の念」，「妊娠している自分を感じる」などの身体感
覚が得られた．
３ ．今後の参加を希望する者は 9 割を越え，その理由は「自分の地域でもやっていきたい」，「もっと詳しく知
りたい」，「もっと長い時間を希望」などであった．
　以上，開催ニーズは大きいため，企画に向けての検討を重ね，今後もリカレント教育としての医療者セミナー
を継続していく必要がある．
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緒　言
　「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス」
は，女性の身体の力・産み育てる力を全面的に信頼
することを根幹とする．筆者らはこのマザークラス
を，福岡市においては 1996 年以降 12 回開催し，さ
らに福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究セ
ンターの事業として，田川市において 3 回開催する
ことで実践を重ねてきた．そしてその実践より得
た効果を広く報告してきた（鮫島 , 佐藤 , 長谷川ほ
か ,1999；鮫島，佐藤，浅野ほか，2000；佐藤，浅野，
三根，2002；浅野，佐藤，三根，2002；大牟田，佐
藤，2002；佐藤，高橋，2004，2005；佐藤，2005a，
2005b，2005c）．本邦の妊婦教室の形態は一方的に
情報を送る教室型が多い．この教室型のマザークラ
スでは，妊婦は自分の希望や身体内部から湧き出る
感覚（体感）からではなく，情報に意思決定を委ねる．
「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス」は，
女性の「産み育てる力」を育むことを目的に教室型
を排除した形で展開している（佐藤ほか，2002）．
　全国に先がけて行っている，教室型を排除したこの
クラスの反響は大きく，筆者らは｢身体感覚活性化マ
ザークラス｣の普及に向け，看護職を対象に「身体感
覚活性化（世にも珍しい）マザークラス」医療者向け
セミナーを行うことにした．初回は2005 年に筑豊地区
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方　法
１．調査期間
　2008 年 3 月
２．調査対象
　対象は，2008 年 3 月 22 日に福岡市で開催された
第 3 回「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザーク
ラス」医療者向けセミナーの参加者 98 名である．
本セミナーは助産師・保健師・教員・学生などマザー
クラスに携わる機会のある医療従事者を対象として
開催された．
３．調査方法
参加者の資料の中に質問紙を同封し配布した．倫理
的配慮として質問紙は無記名とし，研究目的と研究
結果の活用，回答の自由性，回答者を特定できない
旨を明記すると共に，会場内でも口頭で説明した．
回収は事前に設置した回収箱にて行った．なおセミ
ナーのプログラムは表 1 のとおりである．
４．調査項目
　対象者の属性，セミナー情報の入手法，参加動機
（自由記載），セミナーの内容に関する項目（日ごろ
のマザークラス運営に対する悩みや困難，各プログ
において，2回目は2006 年に福岡地区で開催した．そ
こでは9 割の満足度を得て，今後のセミナー参加希望
も8 割を超えるなど，医療者のニーズは非常に高かっ
た（三根ほか，2006）．「日ごろのマザークラス運営に
対して困難や悩みを感じているか」の問いに8 割以上
が「感じる」と答え，さらに5 割の者が「とても感じ
ている」と回答している．このように医療者向けセミナー
に参加する人々の目的は，自分たちが行うマザークラ
スの変革であることが伺える（三根ほか，2006；佐藤，
三根，2006）．
　医療者向けセミナーは，医療者にしっかりとその
根幹となる助産哲学を認識してもらい，さらに体験
によって医療者自身が身体感覚を「体感」する手法
をとるため，女性の「産み育てる力」を育むケアを
自身の感覚で理解し，今後のケア構築に積極的に寄
与できる事業と考えられる．
　本研究は第 3 回「身体感覚活性化（世にも珍しい）
マザークラス」医療者向けセミナーの概要を記述し，
アンケート結果をもとに評価を行うことで，今後の
医療者向けセミナーの企画・開催の指標を明らかに
することを目的とする．
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表１　第３回「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス」医療者向けセミナープログラム
テーマ：「身体感覚活性化マザークラス」の考え方とその実践
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～産み育てる力をはぐくむケア～
日時：2008年3月22日（土）14：00～17：00
場所：博多グリーンホテル2号館（福岡市博多）
　　　司会進行　福岡県立大学看護学部女性看護学／助産学講座　助教　石村　美由紀
＊講演
　　　　　｢身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラスの考え方とその実践
　　　　　　　　　～妊婦・医療者・学生教育のコラボレーション～」
　　　　　福岡県立大学看護学部女性看護学／助産学講座　教授　佐藤　香代
　　　　　　　　　　　　　　フムフムネットワーク代表
　　【内容】身体感覚活性化のコンセプトとメカニズム，企画の概要，
　　　　　　参加した妊婦の変容過程，
　　　　　　妊婦・医療者・学生教育のコラボレーションによる新たな知見
＊マザークラス体験とスライドショー～世にも珍しいマザークラスを体験しよう～
　　　　　福岡県立大学看護学部女性看護学／助産学講座　助教　安河内　静子
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　教授　佐藤　香代
　　【内容】ピアニストによる生演奏のもとでの体験
　　　　　　気功，歌（子守唄），ブリージング，イメジェリー，スライドショー，シェアリング
　　　　　　解説
休憩
　　　身体が喜ぶ食体験（マクロビオティック・スウィーツと有機穀物コーヒー）
＊体験を語る
　　　　・ドゥーラを体験して
　　　　　　　　　　　福岡新水巻病院　周産期センター　副主任　三根　有紀子
　　　　・「世にも珍しいマザークラス」からもらった宝物
　　　　　　　　　　　マザークラス第11期卒業生（母親）西　良子
＊質疑応答
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ラムに関する満足度），今後のセミナーへの参加意
思等について質問した．日ごろのマザークラス運営
に対する悩みや困難については「とても感じる」「感
じる」「どちらでもない」「あまり感じない」「まっ
たく感じない」の 5 段階とし，各プログラムに関す
る満足度については「非常に満足」「満足」「どちら
でもない」「少し不満」「非常に不満」の 5 段階で調
査した．
５．分析
　集計は統計解析ソフト SPSS Ver.11 を用いた．自
由記載部分は類似の内容ごとに分類しそれぞれに
ネーミングを行った．
６ ．「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス」
医療者向けセミナーの内容
１）セミナーの概要
　セミナーの目的は，参加した医療者が筆者らの
行ってきた「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザー
クラス」を理解し，女性の身体の力・産み育てる力
を全面的に信頼するケアの必要性を体感することと
した．
　募集人数は 100 名程度とし，全国の看護系大学，
福岡県内の産婦人科および行政，九州・中国地方の
国立専門看護学校等にチラシを配布し，本学ホーム
ページをはじめ子育て支援，助産師のネットワーク
のホームページに掲載した．企画は本学教員 5 名が
中心になって行い，本学の助産学生を含む学生 14
名を交えて，検討会議を重ねた．当日の実施は，「身
体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラスをとも
に運営してきた助産師 3 名も加わり，総勢 22 名の
スタッフで対応した．
　表 1 にセミナーの概要を示した．セミナーは，全
体で 3 時間に設定し，講演，マザークラス体験，体
験談を柱とし，感じたことを共有できるようにシェ
アリングや質疑応答の時間を設けた．
２）クラス運営の工夫
⑴実際のマザークラスに近い優しい場作り
　参加するのは医療者であるが，実際に妊婦が体験
する感覚を実感してもらうため場作りには検討を重
ねた．会場はホテルの広い会議室であったが，カー
ペットの上にい草マットを敷き，実際のマザークラ
ス同様，その上に直に座れるように座布団を準備し
た．また薄暗い照明，アロマポットを設置し，落ち
着きのある空間を演出した．初めての者同士が緊張
することなくセミナーに参加できるよう，BGM や
スタッフの受付・誘導などの態度も徹底して検討した．
⑵マザークラス体験
　身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラスは，
全 6 クラスで成り立っている．その一つ一つで快の
刺激を加え，身体感覚を活性化する．そのため 1 回
の限られた時間のセミナーで効果的に体感を得る工
夫を検討した．マザークラス体験の目標として，①
音（音楽），癒しの空間，心地よい香り（アロマ），
人のぬくもり，胎児のおもみ（エネルギー），気な
どが融合したマザークラスを体感する，②セミナー
参加者に，マザークラスで筆者らが大切にしている
妊婦への愛，信頼，尊敬の念が伝わる，③ゆったり
とした時間の中で，自分の身体，胎児と向き合うこ
との心地よさを感じる，④体験を通し，妊婦が自分
自身で出産にむけて準備する身体，産む力，生まれ
る力を感じることを知る，⑤リラックスした雰囲気・
気持ちの中で，マザークラスの体験で湧き上がった
想いを表出できる，⑥内面の想いを表出することで
自分自身や妊婦，胎児を信頼できる，の 6 つを掲げ
プログラムを編成した．まず気（生命エネルギー）
を感じるためにマザークラスでも行っている気功を
行った．音に関しては生演奏での刺激が，より身体
感覚を活性化させると考え，実際のマザークラスと
同様にその場の雰囲気で音楽を即興で奏でること
のできるピアニストを招き，生演奏の中で体験を展
開した．さらにこの体験は，「妊婦になった気持ち
で・・・」と医療者ではなく妊婦として体験するよ
う促した．これは今までの講義形式・知識伝達型の
マザークラスとの相違や，自分の感覚に目覚めるこ
とが，「産み育てる」力につながることを実感して
もらうためである．
⑶グループ構成による相互作用
　身体感覚活性化マザークラスはグループダイナミ
クス，相互作用がキーワードとなるため，マザーク
ラス体験における歌（子守唄），ブリージング，イ
メジェリー，スライドショーの展開は 3 グループ（15
～ 17 名）に分かれて行った．グループの中で体験
を語り合うシェアリングはさらに小グループを構成
し，12 グループで体感を共有した．
　以上のような企画が功を奏し，休憩中も会話が途
切れることなく，皆の楽しそうな笑顔と話し声がこ
だましながら，マクロビオティック･スィーツと有
機穀物コーヒーとの香りが充満した中で，マザーク
ラスと同様の雰囲気が形成されていった．
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結　果
１．対象者の属性
　セミナー参加者は 98 名（一般 70 名，学生 25 名，
妊婦 3 名）であった．アンケートの回答は 88 名か
ら得られ，回収率は 89.8％であった．
２．セミナー参加動機 （表 2）
　参加動機を自由記述で回答を求めた．回答があっ
た 75 名の自由記述を内容別に分類したところ，
「興味・関心」35 名（46.7%），「マザークラス変革
のため」28 名（37.3%）が上位二つを占めた．また
日ごろのマザークラス運営に対する悩みや困難に関
しては，「とても感じる」34 名（38.6%），「感じる」
21 名（23.9％）であり，7 割以上の者が困難や悩み
を感じている．その内容として「講義形式になって
いる」「妊婦が受身になっている」「妊婦の気持ち・
主体性を引き出せていない」などが挙がった．（表3）
３．セミナーの内容と満足度
１）講演「身体感覚活性化マザークラスの考え方と
その実践～妊婦・医療者・学生教育のコラボレーショ
ン～」の満足度（表4）
　「非常に満足」，「満足」と答えたものは 74 名
（84.1％）であり，「素晴らしい」，「明快であった」
などの感想があった．
２）マザークラス体験の満足度（表5）
　体験「スライドショーとマザークラス体験～世に
も珍しいマザークラスを体験しよう～」の満足度を
尋ねたところ，「非常に満足」，「満足」と答えた者
は 77 名（87.5％）であり，「とても感動した」，「命
の絆を感じた」，「実際のマザークラスに近い状態が
再現できていた」などの感想が述べられた．
３）体験談の満足度（表6，表 7）
　「体験を語る（ドゥーラ体験）」の満足度は，「非
常に満足」，「満足」が 63 名（71.6％）であり，「ドゥー
ラ自身も変化，進化していくのだと感じた」「ドゥー
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表２　セミナーの参加動機（自由記載） N=75
項目 人数(％) 内容
興味・関心 35(46.7)
・ テーマに対する興味・関心
・ 「身体感覚活性化マザークラス」に
対する興味・関心
・ 内容に関する興味・関心
マザークラス変革
のため 28(37.3)
・ マザークラス運営の困難・悩み・自
信のなさ
・ マザークラスを変えたい
・ 現在のマザークラスに対する疑問
自分のため 7(9.3)
・勉強したい
・ 自分のためになる，パワーになる
・経験したい
・視野が広がる
その他 5(6.7)
・助産を知りたい
・ 妊婦としてマザークラスに参加して
いるので，裏側を知りたかった
・学生
表３　日ごろのマザークラス運営に対する悩みや困難
 N ＝ 88
項目 人数(％) 内容
とても感じる 34(38.6)
・本人が妊娠を主体的にとらえていな
い(他人事のよう)
・形式だけの展開になっている
・講義形式になっている
・妊婦が受身になっている
・指導型のマザークラスになっている
・理解はできたと思うが，実際に役に
立っていないと思う
・参加者が少ない
・妊婦の気持ち・主体性を引き出せて
いない
・助産師が業務的になっている
・妊婦に伝わらない
・指導内容が楽しくない
・参加者が興味をもてるように話すの
がむずかしい
・担当助産師の意見統一がなくバラバ
ラの指導
・限られた時間の中で行うことの難しさ
・雰囲気作り，妊婦への気配り
・お腹の子とのつながりなどを感じる
ことができないマザークラス
・妊婦に伝えること（イメージ）が統
一されていない
・妊婦が楽しそうでない
・クラスでの一体感作りと情報提供の
割合
感じる 21(23.9)
どちらでもない 6(6.8)
あまり感じない 2(2.3)
まったく感じない 1(1.1)
マザークラスをし
ていない 5(5.7)
無回答 19(21.6)
表４　 講演　「身体感覚活性化マザークラスの考え方とその
実践～妊婦・医療者・学生教育のコラボレーション」
の満足度  N=88
項目 人数(％) 内容
非常に満足 33(37.5)
・素晴らしい
・わかりやすかった
・みんなが自分のため，自分の力に
なっているのを感じた
・とってもあたたかくて気持ちよかった
・意図していることが伝わってきてと
てもよかった
・明快であった
満足 41(46.6)
・全体像が把握できた，身体で体感す
ることの重要性を感じた
・私も学生の時にこのことを知ってお
きたかった
・会場の関係でスクリーンが小さかっ
たため字が見づらかった
どちらでもない 2(2.3)
少し不満 1(1.1) ・長い
非常に不満 0
無記名 10(11.4)
無効 1(1.1)
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ラの奥深さ，難しさを感じることができた」との感
想を得た．また「体験談（「世にも珍しいマザーク
ラス」からもらった宝物）」の満足度は，「非常に満
足」，「満足」が 72 名（81.9％）であり，「体験から
の話は感動的だった」「実際の体験談を聞いて，求
められていることやマザークラスの効果がわかっ
た」などの感想が挙がった．
４ ．マザークラス体験で得た身体感覚（参加者のシェ
アリングより）（表8）
　12 グループに分かれてシェアリングを行った．
体験を通して感じた身体感覚を自由に語っても
らうこととし，内容は IC レコーダーに収め，逐
語録を作成した．シェアリングにはスタッフが
ドゥーラ（Doula; 支援的同伴者）（Kraus,Kennel ＆
Kraus,1993）役で入った．
　その中で身体感覚に関する発言は 70 項目あり，
それを類似の内容ごとに分類し，ネーミングを行った．
　気功の効果として，「温かさを感じた」，「リラッ
クスした，気持ちよかった」などの感覚が得られて
おり，その他の体験では，「命のつながり，感謝の
念」，「妊娠している自分を感じる」などの身体感覚
を得ていた．
５．今後のセミナー参加意思（表9）
　今後の医療者向けセミナーの参加希望を尋ねたと
ころ，「ぜひ参加したい」，「参加したい」と参加を
希望した者が，82 名（93.2%）であった．その理由
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表５　 体験「スライドショーとマザークラス体験～
世にも珍しいマザークラスを体験しよう～」
の満足度  N=88
項目 人数(％) 内容
非常に満足 49(55.7)
・とても感動した
・生演奏の中でのスライドショーに感
動した
・心が救われた
・女性であることのすばらしさを感じた
・体験して自分の体を感じた
・自然と泣けてきた
・母親そして命の絆を感じた
・何故か感激して，母親への感謝がわ
いてきた
・言葉を目で読むことで自分の心に響
いてきた
・母や親のことを大切にしようと思った
・母と子の笑顔がとても印象的でとて
もよかった
・いつものマザークラスのような雰囲
気を感じることができた
・自然と涙が出てきてあったかい気持
ちになれた
・命のつながりを感じれたり，母と子
のスライドを見れてすごく温かみを
感じた
・体を動かすヨガと静かなイメジェ
リー，ブリージングのバランスが良
かった
・イメジェリー，スライドショーの言
葉が素敵だった
・マザークラスのエッセンスがたっぷ
り．短時間の中でよく盛り込まれ素
晴らしかった
・音の世界の中，できるだけ実際のマ
ザークラスに近い状態が再現できた
満足 28(31.8)
・会場にもう少しゆとりがあればよ
かった
・音楽の方がボリュームが大きく語り
があまりききとりにくかった
どちらでもない 3(3.4）
少し不満 1(1.1） ・スライドショーやイメジェリーで使った言葉をレジメとして欲しかった
非常に不満 0
無記名 7(8.0）
表６　 体験（ドゥーラ体験）の満足度  N=88
項目 人数(％) 内容
非常に満足 25(28.4)
・勉強になった
・いかに難しいか，納得できたか，分
かりやすい変化だった
・ドゥーラ自身も変化，進化していく
のだと感じた
・ドゥーラの奥深さ難しさを感じるこ
とができた
・ドゥーラの思いを知れとても勉強に
なった
・ドゥーラ初心者には講師のように深
い洞察の経験は語れないと思った
満足 38(43.2)
・もう少し時間があればよりよかった
・体験であるためわかりやすかった
・実際の経験が聞けてよかった
どちらでもない 10(11.4)
無記名 14(15.9)
無効 1(1.1)
表７　 体験談（「世にも珍しいマザークラス」から
もらった宝物）の満足度  N=88
項目 人数(％) 内容
非常に満足 40(45.5)
・体験談はとても心に響いた
・実際の体験談を聞いて，求められて
いることやマザークラスの効果がわ
かった
・やはり体験者の談は納得できる
・生の声を聞けて良かった
・体験からの話は感動的だった
・お母さんの生の声がきけたのがよかった
・お母さんからの言葉を聞けて本当に
一言一言たからものだなぁと感じた
・実際の話を聞いて，そのときの気持
ちやマザークラスの影響，またその
後の出産への影響について話を聞け
たのでとてもよかった
・どのような気持ちでマザークラスに
参加したのかがわかった
・とても実感がこもっておりなおかつ
分かりやすかった
・想いが充分込められていた
満足 32(36.4)
・どこで産むかではない，どのように
産むか・・・という言葉にはとても
共感した
・感謝する気持ち，妊娠の幸せを豊か
に感じる心を育てること
・母としてとても成長し，自信ある体
験を語ってくれたことに感動した
どちらでもない 2(2.3)
不満 1(1.1) ・現場にそのまま持ち込むことができない
無記入 12(13.6)
無効 1(1.1)
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は「自分の地域でもやっていきたい」，「もっと詳し
く知りたい」，「もう一回マザークラスを体験した
い」，「もっと長い時間を希望」などであった．
考　察
１ ．第 3回「身体感覚活性化マザークラス」医療
者向けセミナーの内容の検討－第 2回医療者向
けセミナーと比較検討より－
　第 3 回「身体感覚活性化マザークラス」医療者向
けセミナーの参加動機は，「興味・関心」，「マザー
クラスの変革」が上位を占め，2006 年に開催した
第 2 回セミナーと同様の結果が得られている．多く
の実践，報告を続けてきた「身体感覚活性化マザー
クラス」に対する医療者の関心がうかがえる．また
医療者がマザークラスの運営に困難や悩みを感じ，
模索している状況は変わらず，セミナーに求めるも
のは具体的なマザークラスの運営方法，実践的内容
であることが明らかである．しかし身体感覚活性化
マザークラスは 5 回のレッスンで視覚・聴覚・嗅覚・
味覚・皮膚感覚の五感を刺激することにより行われ，
意識化を促進しその統合のために対話を用いる（佐
藤，2005a）．したがって第2回身体感覚活性化マザー
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表８　 医療者がマザークラス体験で得た身体感覚（シェアリングを通して） N=70
カテゴリー サブカテゴリー 内　　　　　　　　　　　容
気功によるもの
温かさを感じた(10)
・気功で熱くなった手を身体にかざすと身体がふわ～っと温かくなった
・気功で体温が上昇したのを感じた
・内側からポカポカと温かくなってきた
・気功で冷え性がなくなって身体が温かい
しびれを感じた(2) ・気功で手にビリビリ・ジワジワという感じがした
身体の疲れ・痛みに関す
る感覚(9)
・｢10」痛かった痛みが「５」くらいになった
・痛かった頭や肩にありがとうと言うだけで痛みがす～っと消えていく感じがあってすごいと思った
・自分の肩がかなりこっていたのだと気功をして気づいた
・身体が結構疲れていることに気づいた
・痛かった肩に血が淀んでいたのを感じた
・気功をして肩や首の凝りや痛みが良くなって，身体が楽になった
リラックスした，気持ち
よかった感覚(10)
・リラックスした感覚があった
・気功で身体を動かすことはすごく気持ちいい
・身体がゆるゆるに柔らかくなった感じがした
・身体が軽くなった
・ふわんふわんした感じ
その他(6)
・気を感じることを初めて経験し不思議
・自分が自分の感覚を無視してすごしていたことに気づいた
・気功でエネルギーが身体を流れるのを感じた
音楽，歌，ブリー
ジング，イメジェ
リ ー ， ス ラ イ ド
ショーによるもの
命のつながり，感謝の念
(12)
・母に感謝の言葉が，自分の心の中から自然に出て，涙があふれた
・自分の母をすごい！と感じた
・女性に生まれてきたことに対する感謝の気持ちがわいた
・自分が母のおなかにいたときを感じた
・自分が産んだ子どもたちに，私のところに来てくれてありがとうと言う気持ちになった
・命のつながりの神秘やかけがえのない命を感じた
・妊婦にとって妊娠は人生最高のものであるということを改めて感じた
妊娠している自分を感じる
(6)
・妊娠していないのに，おなかに赤ちゃんがいるようなとても心地よい感じになった
・身体や赤ちゃんのことを自分の「内側」から感じることができた
・妊娠している自分を感じ，自分は自分で良いのだと感じた
・意識がおなかの中に向く感じがした
・自分が産むときも子どもに優しくできると思った
命をつなぐことへの願望(3) ・もう一度妊娠したい，子どもが産みたい
感情(5)
・涙があふれる
・超越した，宇宙的な，穏やかな気持ちになった
・感情が高まってきて，リラックスした
・｢命のつながり」に携わる助産師の仕事に就いていることを改めて幸せと思った
その他(7)
・スライドショーの言葉に心が揺れた
・スライドショーで視覚的に身体が反応したのを感じた
・ふと気づいたら音楽（生演奏)の中に自分が溶け込んでいて，終わったときにハッとなった
・浅い呼吸をしていることに気づいた
・子守唄を歌ってすごく気持ちよいと感じた
・心がひとつになったのを感じた
表９　 今後の医療者向けセミナー参加希望  N=88
項目 人数(％) 内容
ぜひ参加したい 59(67.1)
・自分の中身を深めていきたい
・技術を習得したい
・自分の地域でもやっていきたい
・新しい知識を取り入れたい
・今後の参考にしたい
・もっと詳しく知りたい
・リラックスできたから
・今回は短時間だったので次回はゆっ
くり出来たらいいと思う
・もう一回マザークラスを体験したい
・今後マザークラスを運営するために
学びを深めたい
できれば参加したい 23(26.1)
・自分が知らないことを知ることがで
きるから
・14時から17時ではなくもっと長い時
間が希望
・もう少し安ければ参加していきたい
参加しない 0
無記入 5(5.7)
無効 1(1.1)
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クラスの報告として三根ほか（2006）が述べたよう
に，このマザークラスの実践内容は，1 回のセミナー
のみで容易に習得できるものではなく，医療者向け
セミナー運営は，筆者らの考える助産哲学を根幹に
すえたものでなければブレが生じる．単なるノウハ
ウだけをまねても意味がない．したがって第 3 回医
療者向けセミナーの構成は，第 2 回医療者向けセミ
ナーと同様に「講演」，「マザークラス体験」，「体験
談」，「質疑応答」であることが妥当であると考える．
　セミナーでは，まず最初に講演「身体感覚活性化
（世にも珍しい）マザークラスの考え方とその実践
～妊婦・医療者・学生教育のコラボレーション～」
を行った．内容は「身体感覚活性化（世にも珍しい）
マザークラス」を行うにあたっての哲学，前提とな
る概念，妊婦に与える影響（産み育てる力の拡大），
身体感覚活性化のメカニズム，企画の概要および参
加妊婦の変容過程，そして妊婦・医療者・学生教育
のコラボレーションによる新たな知見であった．現
在，身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス
は助産学生，看護学生が企画・運営に携わり，生の
妊婦の声から女性がエンパワーされる過程をダイレ
クトに学ぶ教育の場にもなっている．学生はその臨
場感あふれる場から多くのものを学び変化するが，
同時に教員も学生の力を感じ変化する．妊婦は学生
への温かいまなざしを持ち，助産師教育への理解を
得る．すなわち相互理解が深まり，教育とは一方向
で行われるのではなく，共に育つことであることに
気づかされる．
　次にマザークラス体験として，ピアニストによる
生演奏のもとで，気功，歌（子守唄），ブリージング（自
分の呼吸を通して行うヒーリング）（Sky，1990），
イメジェリー（妊娠した自分，胎児との対話），ス
ライドショー（命はつながる），シェアリング（身
体で感じたこと・気づいたこと）を体験した．会場
いっぱいの参加者に対し，一人ひとりを大切に，筆
者らが実際のマザークラスの場（「異次元の世界」「独
特の空間」「時間の流れが違う」）（佐藤，2005a）を
提供するために検討した．い草のなつかしい香りに
包まれての体験，短時間で体感を刺激するために，
まず自分の身体に向き合う「気功」を導入として取
り入れた．気功はほとんどの人が温かさや身体の疲
れ，痛みあるいはリラックスした感覚を感じ取って
おり，効果的であると考えられた．その後グループ
となり，子守唄（ゆりかごの歌）を合唱，ブリー
ジング，イメジェリー，スライドショーにつなげ
た．マザークラス体験は「妊婦になったつもり」で
体験し，「命のつながり」を生演奏による音楽や語
り，スライドの文字，映像など視覚，聴覚を存分に
刺激しながら伝えた．アロマオイルの心地よい香り
で嗅覚の刺激もあり，さらにはマクロビオティック・
スィーツ（白砂糖・卵・乳製品を一切使わず仕上げ
たもの）と有機穀物コーヒー（オーガニックの穀物
を焙煎したもので，身体を温める効果がある）で味
覚・嗅覚の刺激を行った．時間が限られている中，
身体感覚を活性化するために五感の刺激を大切にし
た．第 2 回医療者向けセミナーでは「初めて出会う
人との交流（無言のコミュニケーション，言葉のコ
ミュニケーション）」や「ポジティブな印象を伝え
合う」ことを体験として取り入れていたが，今回の
ように自己に集中しやすいプログラムのほうが，短
時間での身体感覚活性化に有効であると考える．
　また生演奏が人体に及ぼす影響は大きい．音楽が
生体の恒常性や免疫力，リラックス効果，ストレス
緩和などに影響を与えることはすでに明らかとなっ
ており（永田，2002），さらに生演奏を聞くことで，
血圧・脈拍が低下し，体温が上昇し，心の緊張が緩
和されることが実証されている（古屋敷ほか，2004）．
3 時間という短時間の中で，医療者の身体感覚に訴え
伝達するには，生演奏が有効であると考える．
　セミナーでは，医療者が妊婦になりきる体験をし，
自身の感覚から，今後のマザークラスを変革させて
いく力を身につけていく．それは筆者らにとっても，
医療者が身体感覚を通して助産の真髄を選び取る力
があることを信頼し，寄り添うことが求められる．
それは「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザーク
ラス」において，妊婦を信頼し，寄り添うドゥーラ
（Doula; 支援的同伴者）の心情に通じるものである．
医療者はセミナーに参加し，マザークラスに参加し
た妊婦同様の「温かさを感じた」，「リラックスした，
気持ちよかった」などの感覚を得ると同時に，「命
のつながり，感謝の念」，「妊娠している自分を感じ
る」などの身体感覚を得ていた．この感覚を，それ
ぞれが現場に持ち帰り，どのように展開するか今後
追跡調査し，さらなるセミナーの効果を実証したい．
２ ．アンケート結果に見える医療者向けセミナーの
満足度とニーズ
　講演「身体感覚活性化マザークラスの考え方とそ
の実践～妊婦・医療者・学生教育のコラボレーショ
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ン～」の満足度は「非常に満足」，「満足」が 8 割を
超え，「素晴らしい」，「明快であった」，「全体像が
把握でき，身体で体感することの重要性を感じた」
などが挙がった．講演としてマザークラスの根底に
流れる哲学や概念を伝えることは，医療者の理解を
助ける．今後も講演は必要であると考える．
　体験「スライドショーとマザークラス体験～世に
も珍しいマザークラスを体験しよう～」の満足度は
「非常に満足」，「満足」が 87.5% であり，多くの支
持を得た．感動はもちろんのこと，医療者が医療者
としてではなく，「女性であることの素晴らしさを
感じた」，「母への感謝がわいてきた」と，1 人の女
性，1 人の人間として心を揺るがしている．この経
験は，今後現場で妊婦と胎児を信頼する感情につな
がり，ケアに活かされることであろう．
　「体験を語る（ドゥーラ体験）」の満足度は，「非
常に満足」，「満足」が 71.6％であり，ドゥーラの奥
深さ，難しさの理解につながった．しかし筆者らが
行うマザークラスでドゥーラを行うには，数年のス
タッフ経験やリカレント教育を受ける必要があるほ
ど重要な役割であり，体験談を聞くだけでは，参加
者の十分な理解を得るには至らないと考える．今後
ドゥーラ体験をセミナーの中にどのように取り入れ
るかが課題である．
　しかし参加した母親による「体験談（「世にも珍
しいマザークラス」からもらった宝物）」の満足度は，
「非常に満足」，「満足」が 8 割を超え，「実際の体験
談を聞いて，求められていることやマザークラスの
効果がわかった」との意見を得た．従来の指導型マ
ザークラスでは妊婦の主体性を培うことが不十分で
あることは，医療者の誰もが体験的に知っており，
むしろ私たちは妊婦の声から学ぶことが多い．母親
の体験談は，多くの参加者の心を刺激する．今後は
セミナーの中で，医療者と妊婦が接点を持ち，相互
理解の場が展開できれば，より効果が上がることが
期待できる．
　しかし否定的な意見も認められた．「もっと長時
間が希望」，「会場（広さ）にもう少しゆとりがあれ
ばよかった」，「スクリーンが小さく字が見えにく
かった」など，会場設定やセミナーの時間に関して
検討の余地が残された．
　今後の医療者向けセミナーの参加希望者は，9 割
を超えた．「自分の地域でもやっていきたい」，「もっ
と詳しく知りたい」，「もう一回マザークラスを体験
したい」，「もっと長い時間を希望」などと意欲を示
した．今回，リピーターの参加者もおり，医療者向
けセミナーの開催ニーズは大きい．今回得た示唆を
もとに今後さらなる洗練を重ねて，医療者に展開し
ていく必要がある．筆者らが，大切に実施してきた
「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス」
を医療者が理解し，セミナーでそれぞれが感じた身
体感覚から助産の信念を得ることで，妊婦へのケア
が充実する．筆者らは参加した医療者自身が柔軟に
身体感覚を活性化し，妊婦にとってのドゥーラとな
りうることを信頼しながら，今後も医療者向けセミ
ナーを企画・開催していくつもりである．
結　論
　「身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス」
医療者向けセミナーは，参加者が肯定的に捉えてお
り，開催ニーズも高い．今回得られた考察をもとに，
今後も検討を重ね，次回のセミナー開催を企画する
必要性が示唆された．よって「身体感覚活性化（世
にも珍しい）マザークラス」を広く普及させること
で，「女性の身体の力・産み育てる力」を育むケア
構築に貢献できることが明らかとなった．
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